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研究テーマ（発表タイトル） 

なぜ私たちはご当地キティを選んでしまうのか 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 人気ナンバーワンのキャラクターといえばミッキーマウスです。しかし、私たちが旅行先など、どこに足を運んでも目にするのはキティ

(ご当地キティ)です。ご当地コラボグッズになると何故逆転が起こり、どのような要因・効果によりご当地キティは選ばれるようになっ

たか、私たちはその理由を解明したいと思いました。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

売り上げは、JR 九州リテーリング様に調査したところ、ご当地キティが一番売れている。歴史的背景として 1998 年に発売され、

ライセンス契約により（株）あすなろ舎によって企画・製造・販売されてきた。 

３．研究テーマの課題 

なぜ他の人気キャラクターがご当地とコラボしたとしてもご当地キティが選ばれるのか。キャラクターの人気だけでは、劣るところもある

キティがご当地とコラボすることにより、私たち旅行客に受け入れられ、購入にいたっているのであることを迫っていく。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

ご当地キティがなぜ選ばれるかを解明するためにアンケート（11.3～11.8）を実施し、買い手の認識を把握・分析し、仮説検

証を研究しました。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

ご当地キティとご当地ふれんずに対する買い手の認識のアンケート 

 

６．結果や今後の取り組み 

ご当地からみると① アンカ―になるものがない。 

キティからみると② 買い手の感情を投影。 

ご当地キティからみると③ 経験を形にできる。 



この 3 点をついて、この各視点からミッキーとの違いを考察し、①アンケートにおいて、ミッキーは「ミッキーと言えばディズニーランド」

という認識が強く、アンカリング効果が働き、ディズニーランドがアンカーとなりどうしてもご当地にはマッチせず、キティは「キティと言え

ばピューロランド」という認識が弱く、アンカリング効果が働かず、ピューロランドがアンカーとならない。このことからご当地にマッチする

ようになるという結果を得ることができた。つまり 1 つ目の違いは「アンカーとなるものがない」である。 ②キティの顔は口がなく無表

情であり、口がなければ表情が限定されにくく、見ている人の気持ち次第で様々な表情に見える。そこで旅先でのポジティブな感

情もネガティブな感情も自己投影することが可能である。つまり 2 つ目の違いは「買い手の感情を投影できる」である。 ③ご当

地キティは、ご当地ふれんずに比べ、種類が明らかに多く、各ご当地に多数の種類のグッズが販売されており、自分の体験したも

のが形になっているご当地キティがあります。種類が多いということは、経験を形にできるといえる。つまり 3 つ目の違いは「経験を

したものがある」である。 

この 3 つの違いを元に脳の動きや実際のお土産の購買行動からテーマとして設定した「ご当地キティはなぜ選ばれるのか」という

謎を解明していきました。 
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※本企画シートは、西日本インカレ事務局への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリント
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